
平
成
一
八
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
共
産
党
第

二
四
回
大
会
で
、
不
破
哲
三
議
長
（
当
時
七
五
歳
）

は
、「
高
齢
と
健
康
面
の
理
由
か
ら
、
国
会
活
動
だ

け
で
な
く
、
選
挙
等
党
活
動
の
先
頭
に
立
て
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
最
終
的
な
責
任
者
に
と
ど

ま
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
な
い
上
、
若
い
世
代
の
幹

部
が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
要
因
と
な
る
」

と
し
て
、
一
二
年
一
一
月
か
ら
就
い
て
い
た
議
長
職

を
退
任
し
ま
し
た
。
後
任
の
議
長
は
選
出
せ
ず
、
志

位
和
夫
委
員
長
及
び
市
田
忠
義
書
記
局
長
は
留
任
し

ま
し
た
。

不
破
前
議
長
は
、
議
長
職
を
退
任
し
た
も
の
の
、

「
知
力
と
体
力
が
あ
る
限
り
、
党
の
発
展
に
力
を
尽

く
す
こ
と
は
、
共
産
主
義
者
と
し
て
の
義
務
で
あ
り
、

責
任
で
あ
る
」
と
し
て
、
共
産
党
の
最
高
指
導
機
関

で
あ
る
常
任
幹
部
会
（
一
八
人
で
構
成
）
に
と
ど
ま

り
、
今
後
の
党
運
営
に
影
響
力
を
残
し
ま
し
た
。
ま

た
、
党
大
会
後
は
、「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
理
論

研
究
機
関
で
あ
る
社
会
科
学
研
究
所
の
所
長
に
留
任

す
る
と
と
も
に
、「
若
い
機
関
幹
部
の
計
画
的
・
系

統
的
養
成
」
の
た
め
開
催
し
た
「
特
別
党
学
校
」
に

お
け
る
党
綱
領
及
び
党
史
の
講
師
や
、
日
中
両
共
産

党
理
論
会
談
に
お
け
る
日
本
共
産
党
の
代
表
を
務
め

て
お
り
、
今
後
は
、
理
論
面
で
の
活
動
を
中
心
に
す

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

共
産
党
の
ト
ッ
プ
が
、
比
較
的
壮
健
な
う
ち
に
退

き
、
他
の
ポ
ス
ト
で
活
動
を
続
け
る
こ
と
は
前
例
が

あ
り
ま
せ
ん
。
不
破
前
議
長
の
前
任
者
で
あ
る
宮
本

顕
治
元
議
長
は
、
昭
和
五
七
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で

の
一
五
年
間
、
議
長
職
に
在
任
し
、
八
八
歳
で
引
退

し
ま
し
た
。

不
破
議
長
の
退
任
ま
で
は
、
国
政
分
野
で
党
を
代

表
す
る
の
が
志
位
委
員
長
、
党
活
動
全
般
に
責
任
を

負
い
な
が
ら
特
に
理
論
分
野
と
外
交
分
野
で
党
を
代

表
す
る
の
が
不
破
議
長
と
の
任
務
分
担
が
あ
り
ま
し

た
が
、
第
二
四
回
党
大
会
後
は
、
志
位
委
員
長
が
、

外
交
分
野
も
党
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
一
八
年
九
月
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
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１
退
任
後
も
常
任
幹
部
会
に

と
ど
ま
り
党
運
営
に
影
響
力

を
保
持
す
る
不
破
議
長

議長退任のあいさつをする不破議長
（１月、静岡）（共同）

2
志
位
委
員
長
の
初
訪
韓韓国国会議長と握手する志位委員長（９月、韓国）（共同）



で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
ア
ジ
ア
政
党
国
際
会
議
へ
の

出
席
の
た
め
、
日
本
共
産
党
委
員
長
と
し
て
初
め
て

韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
滞
在
中
、
韓
国
国
会
の
議

長
、
主
要
政
党
の
代
表
等
、
韓
国
政
界
を
中
心
に
関

係
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。
小
泉
前
首
相
の
靖
国
神

社
参
拝
等
で
日
韓
関
係
が
停
滞
す
る
中
行
わ
れ
た
同

委
員
長
の
訪
韓
は
、
一
九
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
、
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
た
独
自
の
外
交
活
動
の

ア
ピ
ー
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
年
来
の
望
み
で
あ
る

赤
旗
ソ
ウ
ル
支
局
（
注
）
の
開
設
に
向
け
た
環
境
整

備
で
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

（
注
）

共
産
党
は
、
八
年
一
二
月
以
降
、
赤
旗

ソ
ウ
ル
支
局
の
開
設
申
請
を
韓
国
政
府
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
拒
否
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
期
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
向
け
て
は
、
第
二
四

回
党
大
会
で
、
小
選
挙
区
候
補
者
の
擁
立
に
つ
い
て
、

「
全
小
選
挙
区
で
の
候
補
者
擁
立
を
目
指
す
が
、
一

律
に
は
義
務
付
け
な
い
」
と
の
方
針
を
、
一
七
年
の

選
挙
に
続
い
て
継
続
す
る
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

選
挙
区
選
挙
の
供
託
金
募
金
と
し
て
「
衆
議
院
小
選

挙
区
選
挙
供
託
金
支
援
基
金
」（
一
口
一
○
○
円
）

を
創
設
し
ま
し
た
。

一
九
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
次
期
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
向
け
て
は
、
同
党
大
会
で
、
全
選
挙
区
へ

の
候
補
者
の
擁
立
と
、
比
例
五
議
席
、
東
京
選
挙
区

（
現
職
区
）
一
議
席
の
「
絶
対
確
保
」
を
訴
え
ま
し

た
。同

じ
く
一
九
年
に
予
定
さ
れ
る
次
期
統
一
地
方
選

挙
に
向
け
て
は
、
同
党
大
会
で
、
共
産
党
県
議
不
在

の
六
県
（
栃
木
、
愛
知
、
三
重
、
鳥
取
、
佐
賀
及
び

宮
崎
）
の
解
消
を
目
指
す
と
す
る
と
と
も
に
、
一
八

年
六
月
二
四
日
付
け
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
で
、
共
産

党
議
員
の
不
在
議
会
の
解
消
を
、「
立
党
の
原
点
に

立
ち
、
革
命
的
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
活
動
」
と
し
て
、

移
住
・
帰
郷
し
て
の
立
候
補
を
党
員
に
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
の
指
導
・
援
助
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

全
労
連
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
）
は
、
一
八
年

七
月
の
第
二
二
回
定
期
大
会
に
お
い
て
、「
憲
法
闘

争
を
こ
の
二
年
間
の
す
べ
て
の
課
題
に
優
先
す
る
運

動
と
し
て
展
開
す
る
」
な
ど
と
す
る
「
○
六
〜
○
七

年
度
運
動
方
針
」
と
「「
五
○
○
万
全
労
連
」
を
基

本
目
標
に
据
え
つ
つ
、
当
面
二
○
一
○
年
ま
で
に

「
二
○
○
万
全
労
連
」
を
実
現
す
る
」
な
ど
と
す
る

「
全
労
連
組
織
拡
大
強
化
・
中
期
計
画
」
を
決
定
し

ま
し
た
。

一
九
年
は
、
前
記
方
針
に
基
づ
き
、
憲
法
改
正
等

の
課
題
に
つ
い
て
、
他
労
組
に
対
し
て
共
同
行
動
を

呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
非
正
規
雇
用
・
未
組
織
労

働
者
の
組
織
化
を
中
心
に
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。
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3
次
期
国
政
選
挙
、
統
一
地
方
選
挙

に
向
け
た
選
挙
闘
争
方
針
を
提
起

共産党第24回大会（１月、静岡）（共同）

4
憲
法
闘
争
及
び
組
織
拡
大
強
化
を

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む
全
労
連


